
「ははじじめめままししてて」かからら 始始めめよようう
 互い 互いをを 知ること知ることでで 見えてくる 新しい日常見えてくる 新しい日常

>>>>>

◀SDGs未来都市に選定されま
した。誰一人取り残さない包括
社会の実現を目指します

誰一人取り残さない包摂社会
の実現に向け、JICA筑波と
連携覚書を締結しました▶

国籍や民族などの異なる人たちが、互い
の文化的違いを認め合い、対等な関係を
築こうとしながら、地域社会の構成員と
して共に生きていくこと

多文化共生とは
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古
河
市
多
文
化
共
生
推
進
指
針
の
策
定

　
38
年
前
に
留
学
生
と
し
て
日
本

に
来
ま
し
た
。
長
年
、
日
本
の
皆

さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
語
学
を
通
し
て
何
か

恩
返
し
が
で
き
な
い
か
と
、
相
談

員
に
な
り
ま
し
た
。
言
葉
が
よ
く

分
か
ら
な
い
と
、
友
達
や
知
人
に
相
談
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
悩
む
前
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

太田虹
こ う

雲
う ん

さん
出身▶中国
来日38年目

場所▶ ふるさと館
日時▶月～金曜日、8時30分
～17時15分(母国語での相
談は要予約)　
℡92-1404

コミュニケーション支援 生活支援

意識啓発と社会参画 地域活性化・グローバル化

出身▶フィリピン
来日20年目

　
20
年
前
に
訪
日
し
た
際
、
病
院

や
子
ど
も
の
学
校
な
ど
で
言
葉
の

壁
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
異
国
で

暮
ら
す
に
は
そ
の
国
の
言
葉
を
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
な
た
め
、
相

談
者
に
は
日
本
語
教
室
へ
通
う
こ

と
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
ま
す
。
仕
事
が
忙
し
い
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン

教
室
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
今
後
も
経
験
を
生
か
し
て
、
外
国
人
と
日

本
人
の
架
け
橋
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大熊マリベルローズさん

詳
細
は
こ
ち
ら

　
近
年
、
職
場
や
学
校
だ
け
で
な
く
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
日
常
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
外
国
人
の
姿
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
古
河
市
に
は
約
６
千
人
の
外
国
人

が
暮
ら
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
も
、
国
籍
や
文
化
の
壁

を
超
え
、
共
に
古
河
市
民
と
し
て
よ
り

良
い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
ま
た
、SD

G
s

の
取
り
組
み
に
お
け

る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

理
念
の
下
、
市
で
はJIC

A

筑
波
と
連

携
覚
書
を
締
結
す
る
な
ど
、
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
の
取
り
組
み
や
古
河
市

国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伺
い
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
と
し
て

相
談
窓
口
の
設
置
や
教
育
支
援
、
外
国
人
災
害

避
難
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在

住
外
国
人
の
現
状
や
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
得
ら
れ
た
結
果
を
活
用

し
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め
の
『
古
河

市
多
文
化
共
生
推
進
指
針
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

外国人へのアンケート調査結果

生活で困っていること
1位：金銭的余裕がない
2位：言葉や文化が分からない
3位：災害時の対応が分からない

知りたい情報
1位：外国人コミュニティ

3位：災害時の対応
2位：日本語を学べる場所

その他の意見
・たくさんの日本人と友達になりたい
・市役所やお店などで英語が話せる人が少ない
・外国人労働者に対する支援について知りたい

主な出身国

市内在住外国人の数(4月1日現在)

やさしい日本語を推進し、多言語対
応の充実や相談窓口の強化を図る
外国人市民が地域住民と円滑に生活
を営めるよう、日本語教育を進める

多文化共生に関する理解を深める場
づくり
日本人と外国人の市民が交流できる
イベントなどを開催する

日本人と外国人の市民をつなぐ外国
人市民を発掘・育成する
外国人市民の知見やノウハウを活用
し、グローバル化に対応していく

日本語指導が必要な児童生徒への対
応強化と就学促進・教育環境の整備
災害時支援や行政サービス情報の周
知

外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

外
国
人
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
in
古
河

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　生
活
の
悩
み
等
、
相
談
員
が
親

身
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
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前回の多文化共生特集
（令和7年8月号)を踏まえて

4・5ページ 6・7ページ 8・9ページ

心
の
壁
を
、
心
の
ド
ア
に

 　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。『
も
し
明

日
、
言
葉
も
文
化
も
違
う
国
で
急
に
暮
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
ら
―
』

　

役
所
や
銀
行
な
ど
窓
口
で
の
手
続
き
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
注
文
、
日
々
の
買
い
物

…
。
戸
惑
い
や
不
安
で
、
途
方
に
暮
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
市
内
で
は
外
国
人
の
姿
を
見
か
け

る
こ
と
が
当
た
り
前
の
光
景
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
彼
ら
の

日
常
や
心
細
さ
に
ど
れ
だ
け
思
い
を
寄
せ

ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
心
の
ど
こ
か
で

「
言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
」
と
壁
を
作
っ
た

り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
偏
見
の
目

を
向
け
た
り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

外
国
人
住
民
の
人
た
ち
は
単
な
る
「
滞
在

者
」
で
は
な
く
、
地
域
の
経
済
や
暮
ら
し

を
共
に
支
え
る
大
切
な
「
仲
間
」
で
す
。

市
で
も
今
年
度
、
外
国
人
住
民
と
の
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
展
開
す
る

た
め
「
共
生
・
交
流
推
進
室
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
市
内
で
懸
命
に
働
き
、

地
域
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
3
人
の
外
国

人
住
民
を
紹
介
し
ま
す
。
彼
ら
の
素
顔
や

思
い
を
通
じ
て
、
お
互
い
に
支
え

合
い
、
共
に
生
き
る
温
か
い

未
来
の
カ
タ
チ
を
、
改

め
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。　

宇賀神電機㈱で働くファイザルさん(左)

現状を知る現状を知る
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市内在住外国人の数 主な出身国 外国人在留資格状況

　古河市には60カ国、6,798人(4月1日現在)の外国人住民が暮らしています。中でもベ
トナムやフィリピンなど東南アジア出身の外国人が多く、在留資格状況を見ると「永住
者」や「技術・人文知識・国際業務」が上位です。また、就労を目的とする在留資格が
急増しており、企業の大きな力となっています。

市の取り組み市の取り組み

共生・交流推進室共生・交流推進室を新設を新設

　言葉や文化の壁を越え、誰もが安心して
暮らせるまちをつくるため、共生・交流推
進室を新設しました。地域住民との絆を深
める交流イベントを開催するなど、多角的
な支援を行います。

外国人アットホーム in 古河
「出張サポート」スタート！

　生活全般にわたる情報提供・困り
事の対応、学用品の無償貸し出しな
ど、さまざまなサポートを行う窓口
です。

>>>>>

詳細はこちら

▲外国人向けの「せいかつガイドブック」を
作りました。ぜひ、ご覧ください

生活に必要なこと
が分かります
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